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（1）実施日時： 平成 29 年 5 月 1 日（月）
（2）対 象 者： 鳥取短期大学幼児教育保育学科 





































































評価 A 評価 B 評価 C
基準 1 37 8 2
基準 2 41 6 0
基準 3 33 4 10
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ついては，さらなる指導が必要である．
（３）　基準 3 について
　 2 ．において既に述べたように，これまでの指導
案作成に関する指導では，「子どもの姿」を踏まえ
た活動内容やねらいを設定することができにくかっ
た現状がある．そこで，「手引き」説明の際，「子ど
もの姿」を的確に捉えた上で指導案を作成すること
の重要性を強調した．評価 A を受けた実習生は，
子どもたちの様子についての記述と，設定された内
容・ねらいとが繋がりを持ち，子どもたちの現状に
適した内容・ねらいとなっていた．評価 B の実習
生については，子どもたちの様子についての内容が
薄い，あるいは子どもたちの様子と内容・ねらいと
が関連性に乏しい状態であった．評価 C を受けた
実習生は，子どもたちの様子が未記入（実習園で様
子を見ることができなかったこと，何らかの事情に
より子どもたちの様子を想定できなかったことが考
えられる）であった．
　実際に実習生が子どもたちの様子を観察する機会
は限られている．その中で，既有知識を土台として
子どもたちの姿を想像しながら，発達状況に応じた
保育を行うためのねらいを設定しなければならな
い．現場経験の少ない養成段階の実習生にとって難
しいのは当然のことである．それでも，保育者とし
て現場に出る前に，指導案を作成するための感覚・
わざの基礎を身につけることが最低限必要であると
考える．
おわりに
　本研究では，「手引き」を作成し，指導案を立案
するための「教育実習指導」において試験的に「手
引き」を使用した結果を検討した．その結果を踏ま
えれば，「手引き」の内容を吟味し，改訂を重ねる
ことによって，今後の「教育実習指導」においても
活用できる可能性があることが示されたのではない
だろうか．以下，「手引き」の改訂の方向性と今後
の課題を示す．
　まず，「手引き」の説明当日の実習生の様子から
の課題である．当日は，実際の指導案を提示しなが
ら「手引き」を記入するよう指導したが，書き進め
る際にページを頻繁にめくらなければならず，実習
生が混乱してしまっていた．したがって，より単純
な作業で書き進めることができるよう，「手引き」
を改訂する予定である．
　次に，提出された指導案の，立案内容の偏りに関
する課題である．具体的には，制作活動を立案した
実習生が多く，その内容に個性や創意工夫が見られ
るものは極めて少なかった．これは，「手引き」の
内容として組み込むことに限らず，実習生が幅広い
活動内容を想定できるきっかけ作りを「教育実習指
導」の中で行う必要があると考えられる．
　最後に，「手引き」に沿って指導案を完成させた
ものの，立案の根拠を述べることができない実習生
が多かったことも課題である．指導案の個別添削指
導をする際に，「主活動の前にその導入が必要な理
由」，「活動ごとの時間設定の根拠」，「同じゲームを
複数回続ける理由」などを実習生に問い，回答を求
めた．しかし，これらの問いにほとんどの実習生は
答えることができなかった．そのことから，立案の
根拠については実習生が熟考することなく，感覚的
に決めてしまっている現状が明らかとなった．子ど
もに対してどのような願いを持ち，どのようなねら
いのもとに保育をするのか，ということを意識しな
がら指導案を書き進められるような工夫を今後計画
していきたい．
注
１）「教育実習指導」以外の授業においても，保育
士資格関連科目の「保育内容の指導法」や「保育
実習指導」の中で，指導案作成に関する授業は行
われている．あくまで，「教育実習指導」の内容
として行うべき指導の充実が必要であるという立
場から課題を設定した．
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